
日付 補助金 変動幅 変動幅
9/1～9/2 32.5 +6.5 +6.5
9/3～9/9 26.2 -6.5 -6.5

9/10～9/16 36.0 +10.0 +10.0
9/17～9/30 51.0 +15.0 +15.0

【単位：円/ＫＬ】
0.5HPP

2026年4-6月Ｃ重油決定価格 129,290 135,890 【 129,290(メニュー）+  6,600(プレミアム）】
2026年7-9月Ｃ重油仮価格 118,880 124,080 【 118,880(メニュー）+  5,200(プレミアム）】
2026年7-9月Ｃ重油決定価格 118,700 123,680 【 118,700(メニュー）+  4,980(プレミアム）】
決定価格 前期比 -10,590 -12,210

【単位：円/ＫＬ】
適合C重油 Ａ重油 　 ＜1ヶ月価格見通し＞ （単位：US/ｂｂｌ）

2026年4-6月決定価格 141,290 157,700 Brent WTI
2026年7-9月仮価格 129,480 Ｈｉｇｈ 115 108
2026年7-9月決定価格 129,080 144,100 Average 98 91
決定価格 前期比 -12,210 -13,600 Low 87 80

９桁速報 原油ＣＩＦ価格 通関CIF 為替レート 原油ＣＩＦ価格 ＜3ヶ月価格見通し＞
円／ｋｌ ドル／ｂｂｌ 円／ドル 前月比 Brent WTI

26/8 9桁速報 102,687 101.67 160.58 -13,693 Ｈｉｇｈ 118 111
26/9 最終予測 109,902 110.94 157.50 7,215 Average 90 83
26/10 展望 123,426 124.19 158.00 13,524 Low 80 73
26/11 展望 130,509 133.00 156.00 7,083

【 10月

1.地政学リスクによる足元の価格下支え
イラン情勢やホルムズ海峡の通航不安に伴うリスクプレミアムが買いを支えており、足元のBrent原油価格は100ドル近辺の高値圏・レンジ相場で底堅く推移しています。

2.主要国における景気減速と需要の限定化
米国の高金利長期化による景気減速懸念やインフレ圧力に加え、中国の原油在庫補充が一巡した後は需要拡大が限定的となるなど、中長期的な需要抑制要因が顕在化しつつ
あります。

3.今後の市場展望と価格の切り下げ予測
当面は地政学リスクが価格を支えるものの、停戦協議の進展や世界的な景気減速懸念に伴って市場の焦点は需給へ移り、Brent原油3ヶ月後に90ドル前後（下振れシナリオでは
80ドル前後）まで下落する展開が予想されます。
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